
赤崎水曜日郵便局開局記念展関連プログラム開催

　
９
月
８
日
（
日
）、
つ
な
ぎ
美
術
館
で
赤

崎
水
曜
日
郵
便
局
開
局
記
念
展
出
品
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
淺
井
裕
介
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
普
段
、

道
路
な
ど
の
白
線
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る

紙
を
自
分
の
好
き
な
形
に
切
り
、
そ
れ
を
焼

い
て
絵
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
17
人
が
参
加
し
、

白
線
の
紙
を
木
の
枝
や
葉
っ
ぱ
、
動
物
の
形

に
切
り
、
美
術
館
入
口
横
の
ス
ロ
ー
プ
に
、

全
員
で
１
本
の
大
き
な
木
の
ア
ー
ト
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
こ
れ
か
ら
ず
っ

と
残
る
ア
ー
ト
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

淺あ
さ
い井
裕ゆ
う
す
け介
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
津
奈
木

　
９
月
７
日
（
土
）、
つ
な
ぎ
美
術
館

で
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
開
局
記
念
展

出
品
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
淺あ

さ
い井

裕ゆ
う
す
け介

さ
ん
、

下し
た
み
ち
も
と
ゆ
き

道
基
行
さ
ん
、
ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ

さ
ん
、
の
３
名
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
津
奈
木
町
を
舞
台

に
作
成
し
た
新
作
の
作
品
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
制
作
過
程
の
写
真
を
見
せ

な
が
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
津
奈
木
町
に

触
れ
て
の
感
想
や
体
験
を
語
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
と
一
緒
に
実
際

の
作
品
を
見
て
ま
わ
る
と
、
作
品
ご
と

に
「
お
～
！
」「
す
ご
ー
い
！
」
な
ど

と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
　
　
　
ト
ー
ク
開
催

赤崎水曜日郵便局ポストマン～五十嵐 靖晃さんから今月のメッセージ～
　

宮
城
県
南
三
陸

町
志
津
川
湾
に
来
て

い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど

２
年
半
が
経
過
し
た

２
０
１
３
年
９
月
11

日
の
水
曜
日
。
新
調

さ
れ
た
漁
船
は
津
波

で
壊
さ
れ
た
桟
橋
の

復
旧
工
事
が
終
わ
る

ま
で
錨

び
ょ
う
は
く泊

し
て
い
ま

す
。
港
で
は
漁
師
さ

　1978 年、千葉県生まれ。土地
に住み、そこで出会う人たちと共に、
新たな視点で普段の生活の中に人
のつながりをつくるアートプロジェ
クトを各地で展開している。赤崎水
曜日郵便局では、地域とプロジェク
トをつなぐワークショップを担当。

ん
達
が
ワ
カ
メ
養
殖
の

準
備
中
。
町
が
ま
る
ご

と
無
く
な
る
ほ
ど
の
被

害
を
乗
り
越
え
、
再
び

海
に
向
か
っ
て
仕
事
を

は
じ
め
て
い
る
人
々
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
海
も
赤
崎
水
曜
日
郵

便
局
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。（
写
真
：
喜
多
直

人
・
文
：
五
十
嵐
靖
晃
） 

ポ
ス
ト
マ
ン

五
十
嵐 

靖
晃
さ
ん撮影：森　賢一

手紙累計数

375  通
※９月１５日現在

6/19
開局

　

地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
普
及
を
図
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
平
成
28
年
度
ま
で
実
施
す

る
制
度
で
、
町
民
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場

合
に
そ
の
費
用
の一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
の
主
な
条
件

①
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
行
う
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
の
交
付
額
確

定
通
知
書
を
受
理
し
て
い
る
こ
と

②
居
住
ま
た
は
居
住
予
定
の
住
宅
に
、

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
設
置
す
る

こ
と

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
こ
と

■
補
助
額

　

出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
４
万
円

（
上
限
16
万
円
）

※
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

■
問
い
合
わ
せ

津
奈
木
町
の
補
助
金
制
度

　
　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　
総
務
課
企
画
財
政
班

　
☎
７
８-

３
１
１
１
（
内
２
１
９
）

　

水
質
汚
染
防
止
の
た
め
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
単
独
処

理
浄
化
槽（
使
用
期
間
30
年
以
上
の
も
の
）

の
撤
去
費
用
も
町
が一
部
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

　
住
宅
と
し
て
使
用
す
る
建
物
や
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上
を
住
居
と
し
て
使
用
す

る
建
物
に
設
置
す
る
浄
化
槽

■
補
助
額

▽
５
人
槽
／
50
万
円

▽
７
人
槽
／
70
万
円

▽
10
人
槽（
２
世
帯
住
宅
）／
１
０
０
万
円

▽
撤
去
費
用
／
９
万
円
以
内

■
申
込
締
切

　
平
成
26
年
１
月

■
問
い
合
わ
せ

　
振
興
課
管
理
班

　
☎
７
８-

３
１
１
２
（
内
２
１
７
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金

『第33回全国豊かな海づくり大会～くまもと～』開催！
　全国豊かな海づくり大会とは、水産資源の維持
培養や海域環境保全の大切さを広く情報発信する
とともに、水産業の振興を図ることを目的として、
天皇皇后両陛下のご臨席を賜り、毎年全国各地を
巡りながら開催されている大会です。
　熊本県では初めてとなる本大会は「育もう　
生
いのち

命かがやく　故
ふるさと

郷の海」をテーマに熊本市、水
俣市、天草市で式典行事、海上歓迎・放流事業、
関連事業が行われます。

●日　程
10 月 26 日（土）
　関連行事『２０１３くまもと豊かな海づくりフェ
スタ』（会場：熊本市中心市街地）
10 月 27 日（日）
　①式典行事（会場：熊本県立劇場）
　②海上歓迎・放流事業（会場：エコパーク水俣）
　③放流行事（会場：熊本港、牛深漁港）

●関連行事（26 日（土）・27 日（日））
　熊本市中心市街地では、ステージイベントや企
画展示、物産販売など多彩な催しを行います。
　水俣市では、エコパーク水俣内の特設会場にて

『水俣・芦北ふるさと芸能祭』『水俣・芦北うま
かもん・みやげもん市場』が同時開催されます。
●立ち入り規制
　10 月 26 日（土）・27（日）は、行事運営上、
海上歓迎・放流行事会場内への入場は招待者の
みとなっています。エコパーク水俣の一部区域の
立ち入り規制にご協力ください。
●問い合わせ
　熊本県全国豊かな海づくり大会推進課
　☎０９６-３８７-６３６６
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